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は嚢をつくっており，その奥へTreiz氏靭帯より約25 宮武 正弘・田村 哲男
佃紅門側の空腸が約 lOcm巌入していたのでF その骸 同一人が相異る時期に骨折を起した場合を再度骨折





凹があり，腸管により圧迫されp 次第に伸展してp 裂 骨折後の外傷性神経症様患者は如何．
孔を生じヘルニアを作るともいわれている．本症は本 国 成人足舟状骨骨軟骨炎の 1治験例
邦ではp 宮崎氏，小林氏についで3例目の報告であ 厚生年金玉造整形外科病院笹井義男
る． 48才の男子で両足に扇平足及び外座骨を認め，骨折
。。）膝関節腔側円板状 Meniscusの l例 の覚え無くして右舟状骨に変形及び圧痛を認め，レ線
京大整形鶴海寛治・室賀龍夫 像で右舟状骨の分裂，左舟状骨に離断性骨軟骨炎様の
43才男子会社員.12才の時，角力で投げられて左膝 像を認めた為，一応成人足舟状骨骨軟骨炎と診断した






術で腔側円板状Meniscus(33mmx 38mm x 4凹）が発見さ zoneとは考えられないか．
れた．同Meniscusは怪側々副靭帯から離れて大腿骨 答笹井義男
腔側僚と座骨楳間隆起との聞に転位しP 同部の座骨関 弛緩性とは考えられない．扇平足による距骨と模状
節面の浅い窪凹とp 変形性関節症様変化とが認められ 骨の圧迫も一因と考えられる．
